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9月議会4日から開会





3日（木）全員協議会：議案説明等


4日（金）開会：提案など、一般質問（阪東議員、濱野議員、野瀬議員、西川議員の順番）


7日（月）本会議：一般質問（西澤議員、山田議員の順番）


8日（火）予算決算常任委員会


9日（水）予算決算常任委員会


10日（木）予備日


15日（火）総務民生常任委員会（人口減少問題研修事前学習会）


18日（金）閉会：討論、採決など


▲15日は10時、その他は9時開会。





住みよい甲良町とするため、みなさんのご意見・ご要望などをお寄せください。受取人払いの返信用封筒を利用していただければ、切手は不要です。まだの方はよろしくお願いいたします。





Ⅰ、人口減少克服対策と他の政策課題の統一性を問う


１、「戦略推進委員会」の論議・結論を尊重しながらも、町行政として重要な問題で分析が必要。人口減少によって失われるものが何なのか、複合的な問題が存在していると思われるが、背景は何か（全国的な傾向と町独自の問題）など、現時点でどのような認識に立っているのか。


２、子育て応援の充実は戦略委員会の結論を待つまでもなく実施の決断をすべきでは。


３、平成初期から始まった「躍進するせせらぎ遊園のまちづくり」の全面的な総括は行ったか。行っていないのなら客観的な総括が必要では。


４、①「人口減少」の克服テーマと防災センター建設の課題をどのように位置付けているのか。


②我が町の場合「人口減少克服」の政策課題を重点に置いた町政展開が望まれているのでは。


③「７割の交付税算入」と言えど、当年度支出において起債償還と人口減少対策予算が競合するのは明らかではないか。


５、改めて、人口減少問題を町の最重要課題と認識しているのか


Ⅱ、道の駅・直売所運営について


１、設置目的に沿って指定管理者に必要な指導を実施しているか。


２、町内生産者に対し、生産力・出荷力アップの方策指導を充実したものにしていく課題をどのようにとらえているか。


Ⅲ、行政における町民とのトラブルを民主的に解決するために


１、事例ごとにトラブルの性格も解決策も異なるが、職員は「全体の奉仕者」の態度を貫き、町民が納得できる解決が必要では。


２、①個人宅の汚水マスが本人以外の敷地に設置された経緯をどう認識しているか。②なぜこのようなことがまかり通ることになったのか。③対応は公平・公正だったか。


３、税金等の滞納処分問題の取り扱いで当人の言い分、状況を充分汲みつくすことが重要では。


４、①同対事業における分譲宅地の陥没問題に対する誠意ある対応を。


②問題のＡさん宅前の歩道が異常に膨らんでいるのはなぜか。以前、陥没が激しく生コンを投入したという指摘と関連があるのではないか。


Ⅳ、大林組から寄付を受けた山林の土地について


１、利用計画の進捗状況の現状と課題を明らかに。





平成26年度一般会計、介護保険会計など各会計の決算認定を主なテーマに９月議会が始まります。27日に開かれた議会運営委員会では４日開会し、18日までの会期が確認されました。


一般質問は４日と７日に行われ、阪東、濱野、野瀬、西川、西澤、山田の各議員の順番です。


西澤議員の一般質問通告の要旨を紹介します。


なお、丸山光雄議員はアキレス腱切断後のリハビリのため、一般質問は休むことにしました。





みなさんのお声・願いをお待ちしています。　　☆くらし・医療・税金・教育などの相談は　西澤伸明38‐4949　丸山光雄38‐3123


◎日本共産党甲良町支部の見解を紹介します。メール　shigakoura.jcp@ares.eonet.ne.jp　ホームページもごらんください【「西澤伸明」で検索】
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